
　　　　

2025 年 12 月 15 日

平日
土・日・祝日

10 時 0 分から 18 時 0 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・児童一人ひとりの発達特性と生活背景を丁寧に受け止め、その成長と安心した生活を支える存在として、保護者や地域から信頼される事業所運営を行う。
・職員が専門性を高め合いながら相互に尊重し、支援の質と働きがいの両立を図ることで、持続可能で安定した組織づくりを推進する。
・地域資源や関係機関との連携を大切にし、発達に課題のある児童を取り巻く支援環境の充実に貢献する事業所を目指す。

事業所名 ワンステップ太田児童発達支援教室 作成日支援プログラム

カードやイラストを用いた記憶あそびや、順序を考えて進める簡単なゲームを通して、遊びの中でワーキングメモリーを育てます。また、組み立て遊びや図形課題などを取り入れ、思考力や課題に向き合う力を養いま
す。
あわせて、日常生活の場面でより適切な行動を選択できるよう、行動の理由や結果を分かりやすく伝えながら支援を行い、集団の中でも状況に応じた行動がとれるよう支援します。結果だけでなく、取り組む過程や努
力の様子にも目を向けて関わることで、自信をもって行動し、新しいことに挑戦できる力につなげていきます。

お子さまと一対一で関わる中で、ジェスチャーや表情から思いを受け止めて言葉にしたり、絵カードを活用して意思を確認しながらやりとりを行うことで、「伝わる」経験を積み重ねられるよう支援します。また、自
分の気持ちや考えを分かりやすく伝える力や、相手の話に耳を傾ける力が身に付くよう、適切な言葉がけを行いながら、それぞれの言語面の課題に応じた支援を行い、言葉によるコミュニケーションや感情表出につな
げていきます。
書字に関する課題については、砂文字などを用いた触覚と視覚の両面からのアプローチに加え、見え方にも配慮した支援を取り入れ、無理のない形で取り組めるよう支援します。

順番やルールを意識すること、役割を分担して協力すること、応援したり応援されたりする経験を通して、協調性や調整する力が身に付くよう、個別療育の中に小集団での活動を取り入れます。また、ソーシャルスキ
ルトレーニングでは、絵カードや表情カードを活用し、他者とのやりとりの中で「ありがとう」「ごめんね」などの基本的な会話表現や、場面に応じた適切な言動を学べるよう支援します。
さらに、他者の気持ちを理解する力や自分の思いを表現する力が育つよう、支援員が児童の表情や発言を丁寧に受け止め、言葉や会話につなげていきます。

支援方針

・スタッフ全員が温かい心でお子さまと向き合います。お子さまの意思や個性を尊重し、発達段階やニーズに応じたオーダーメイド療育プログラムを提供します。
・固定のカリキュラムではなく、お子さまの興味や好きな事(物)に合わせたプログラムで、「出来た！」「嬉しい！」「楽しい！」を積み重ね、意欲と自信に繋げます。
・保護者さまとの連携を重視し、ご相談にのらせていただいたり話しを伺いながら、ご家庭との協力を通じてお子さまの成長をサポートします。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

家族支援

お子さまの成長を支えるために、ご家族との連携を重要視しています。家族支援には、保護者さま向けの定期
的な子育てサポートなどの育児相談も含まれ、ご家庭での様子やお子さまの発達についてのアドバイスをしま
す。また、兄弟姉妹への支援も行い、家族全体でお子さまをサポートできる環境を整えます。共感や情報共有
ができるコミュニティを形成出来るよう考えていきます。

移行支援

お子さまの成長に合わせた移行を、スムーズに進めるための支援やアドバイスを行っています。保育
園や幼稚園、小学校などへの移行時期には、お子さまが新しい環境に適応できるようサポートしま
す。また、移行先との連携をはかり、必要に応じてフォローアップを行う事で、お子さまと保護者さ
まの不安やストレスを軽減します。

地域支援・地域連携
（インクルージョン）

地域社会とのつながりを大切にし、地域支援や地域連携の取り組みを積極的に行っています。地域の保育所や
学校、他の児童発達支援施設と連携し、情報共有や支援体制の強化を図ります。また、地域イベントの案内や
情報の共有、地域交流を促進し、お子さまが地域社会に溶け込み、安心して生活できる環境を提供します。地
域全体でお子さまの成長を支える仕組みを構築しています。

職員の質の向上

ミーティングで支援内容の共有と相談。支援会議の実施。定期的におこなう内部研修。積
極的な外部研修への参加。

支　援　内　容

日常生活を送るうえで必要となる基本的な動作について、段階的な目標設定を行いながら、自立に向けた力を育てていきます。着替えや身の回りの整理、排泄に関わる動作などを支援内容に取り入れ、達成できた経験
を積み重ねることで、自己肯定感の形成を図りながら習得を進めます。あわせて、児童それぞれが抱える生活上の困りごとに個別に対応し、日常生活をより円滑に送れるよう支援します。
また、構造化の考え方を取り入れた個別の支援環境を整え、タイムタイマーや絵カードなどの視覚的支援ツールを活用することで、活動の見通しを持ちやすくし、気持ちや行動の切り替えがしやすくなるよう配慮しま
す。

ボールを使ったやりとり遊び、リズムに合わせた身体表現などを取り入れ、視空間の捉え方や眼の動き、視覚と動作の協応を促す支援を行います。活動を楽しみながら「見る力」を育てることで、情報の整理や集中し
て取り組む力の向上を図ります。
また、バランスボードやスラックレール、サーキット運動などの粗大運動を通して、心身を解放しながら体を動かす経験を重ね、姿勢の安定やバランス感覚を養います。さらに、感触マット、粘土など多様な素材に触
れる機会を設け、感覚刺激に慣れながら感覚への適応力を高めていきます。
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